
H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年
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中学生70歳以上40歳代 50歳代 60歳代 高齢者 小学生合 計20歳未満 20歳代 30歳代

100.0 17.8 2.9 12.7 23.5 7.3 7.6 9.6 7.2 13.8 

高校生

死傷者数

自転車が関係した交通事故第
８

１ 推移(平成24年～令和４年)

死傷者数は減少傾向で推移していましたが､令和４年は増加しました。

過去10年間の死者数では､平成25年の29人が最も多く､令和４年(６人)は統計資料の残る昭和38年以降で最少

となりました。

※1 ｢発生件数｣は､自転車が当事者(３当以下を含む。)となった件数。

2 ｢死者数｣は｢死傷者数｣の内数。
3 ｢構成率｣は､全交通事故(発生件数､死者数､死傷者数)に占める割合とした。

※1 ( )内は死者数で内数である。

2 ｢高齢者(65歳以上)｣､｢小学生｣､｢中学生｣､｢高校生｣は内数である。

3  ｢構成率｣は､自転車の死傷者総数に占める割合。

２ 死傷者数

(１) 年齢層・学齢別
年齢別では｢20歳未満｣が最も多く､自転車死傷者総数の42.6％を占めています。

学齢別では｢高校生｣が最も多くなっています。
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人対車両

道路形状別では｢交差点｣､事故類型別では｢出会い頭｣が最も多くなっています。

道路形状別事故類型別では｢交差点の出会い頭｣が最も多くなっています。
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(２) 道路形状・事故類型別

※ ( )内は死者数で内数である。

ヘルメット着用別では｢非着用｣が83.7％と多く､｢着用｣は16.0％でした。

ヘルメット着用別に主な損傷部位をみると､｢非着用｣､｢着用｣とも｢腕脚部｣が最も多くなっています。

頭部損傷の構成率をヘルメット着用別で比較すると､｢非着用｣は｢着用｣の約2.1倍高くなっています。

(３) ヘルメット着用・主な損傷部位別

着 用非着用

着 用

16.0%

非着用

83.7%

着用不明

0.3%

※1 ( )内は死者数で内数である。

2 上記ヘルメット着用別の損傷部位円グラフに､｢着用不明｣は含まない。
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